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• 建設後20年以上の施設の増加
更新時期を迎える設備が増加し、機器の突発的故障が危惧される。

• 維持管理範囲の広域化に伴う負担の増加
集排施設は小規模・分散型であることに加え、市町村合併により

さらに維持管理範囲の拡大が進んでいる。
公共下水道への接続を進めても、接続できない遠隔地の集排施設

は残る一方で、今後、広域化・共同化の進展により一管理主体にお
ける負担が増加する。

• 市町村担当職員の減少
厳しい市町村財政の下、集排施設の維持管理に従事する職員（特

に汚水処理に関する知識を有する技術系職員）が減少。業務内容も
多様化している。

• 災害の頻発化と激甚化
近年、毎年のように全国のどこかで豪雨災害や地震が発生し、さらには激甚化の傾向にある。

• 公営企業会計の導入と維持管理コスト意識の高まり
集排施設の適切な運用が求められ、専門知識を有する職員や外部機関のアドバイザーの確保が求められる。

農業集落排水施設の維持管理をめぐる現状・課題

集排事業の採択地区数と更新期を迎える施設
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遠方監視システムの導入検討を後押しする社会情勢

【政 策】「未来投資戦略2018」
政府は「未来投資戦略2018」において、「デジタル・ガバメントの推進」、「次世代インフラ・メンテナンス・

システムの構築」を掲げ、急速に進展しているインフラの老朽化と中⾧期的な人手不足に対応し、安全・安心と生
産性向上を支えるインフラを適切に管理して良好な資産として次世代に引き継ぐことを目指している。

【技術開発】ICT技術の発達
民間企業でのICT技術の開発や個人へのスマートフォンの普及が急速に進展し、情報セキュリティ対策も日々向

上している。農業集落排水施設に導入可能なICT技術も各社により開発され、選択肢も充実している。

【技術普及】
市町村合併、上水道や下水道施設へのシステム導入、警報設備の

更新などを契機に、農業集落排水施設でも遠方監視システムの導入
が進みつつあり、効果や留意事項も明確化してきている。

遠方監視システムは、維持管理の効率化に直接的に影響するツー
ルであり、導入した市町村の満足度はきわめて高い。

クラウド型遠方監視システムにより
市庁舎内の自席から施設の状態監視
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• 汚水処理の現場における遠方監視システムは、インターネット回線を利用し、緊急時におけ
る施設の異常や機器の故障等の警報のみならず、平時においても施設や機器の運転状態を監
視する適切な維持管理を行うためのサポートツール。

【クラウド型】
・情報システムを利用者が保有せず、他者

が管理するデータセンターにアクセスし
てサービスを利用する。

・データセンターの複数化による災害対策
や、情報セキュリティの強化（ISO27001
の取得）などが進んでいる。

【オンプレミス型】
・情報システム（サーバーやネットワー

ク）を利用者自ら構築・所有・管理する。 クラウド型遠方監視システムのイメージ

遠方監視システムとは

• スマートフォンやタブレットで、いつ
でもどこでも施設の状態を監視可能。

• サーバやデータの保存は、クラウド型
とオンプレミス型などの種類あり。
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遠方監視システム情報の例①

• 市町村内の施設位置の把握
関連施設全体の位置を見える化。
担当者は施設の位置を把握しなければならない。
市町村担当者の人事異動や、保守点検を担当す

る維持管理業者が年度ごとに変更になっても、位
置情報が整理されているので、把握しやすい。

処理施設や中継ポンプ施設が多い市町村では特
に有効。（複数施設を一つのシステムで監視）

• 施設の異常有無や状態の把握
異常の有無と発生場所を瞬時に把握。
警報メール（文字）では瞬間的に把握・認識で

きない情報も、より正確に得られる。
警報後、最適な担当者が迷うことなく現場へ直

行でき、迅速かつ正確な対応が可能となる。

遠方監視システムにおける施設位置図の例と
スマートフォン画面（同じ情報が見られる） 5



遠方監視システム情報の例②

• 処理施設フローの「見える化」
処理施設におけるフロー図を把握。
原水の流入量や、各水槽の水位情報など、施設

内の汚水の状態を監視できる。

• 設備の運転状況と異常の有無
処理施設内には数多くの設備がある。ポンプ

（原水ポンプ、流量調整ポンプ、汚泥引抜きポン
プなど）や複数台あるブロワ、撹拌機など。処理
フローが２系列になれば、さらに設備は増える。

多くの設備の運転状況（稼働・停止）を常時把
握でき、異常時には警報が発報されるとともに、
フロー図でも警報箇所が確認できる。

警報内容によっては、バックアップ設備が運転
されていれば早急に対応しなくてもよい、といっ
た判断も可能になる。

また、データ等を専門家に共有することで最適
な支援等を受けることが可能となる。

処理施設

処理施設フロー図の例（JARUSｰⅢ96型（２系）の場合）
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遠方監視システム情報の例③

• 中継ポンプ施設管理状況
中継ポンプ施設における管理状況を見える化し、

ポンプ稼働の設定水位や実際の水位を監視する。

• ポンプの運転状況と異常の有無
中継ポンプ施設には通常２台のポンプがあり、

交互運転している。その運転状況が分かるととも
に、異常時には警報が発報され、フロー図でも確
認できる。

また、ポンプの運転時刻・時間や稼働時の電流
値から負荷状態及び機器異常なども把握できる。

• AI等先進技術との適用性
近年では、AIを活用してポンプ稼働時の電流値

などから異常の予知を行い、故障する前に管理者
に知らせる機能をオプションで追加できるなど、
先進技術の導入可能性が高まっている。

中継ポンプ施設管理状況の例
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遠方監視システム情報の例④

• トレンドグラフ
設備の運転状況をグラフ化する。
平時と異常時で比較することで、設備異常に

よる運転サイクルの変化や設定ミスなどの
チェックに活用できる。

• 日報・月報
日々の運転記録を日報・月報として手間を掛

けずに出力できる。

• 維持管理記録の保存
設備の保守点検、警報対応、部品交換等の状

況を写真とともにシステムに保存・記録できる。

さまざまなデータをグラフや表に整理
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